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   Abstract We examined the impact of the London Olympic Games on images of national people. Seven-
hundred and eight Japanese participated in web survey before and after the Olympic Games. Participants 
rated images of nine national people, the degree of exposure to media reports, and the degree of media usage 
from opening of the London Olympic Games to the time of web survey. Images of most national people 
changed in positive direction, but a few images changed in negative direction. Exposure to the media reports 
on the nation and the national people made the images of some national people positive. The newspapers and 
television usage made the images of some national people positive. However, the Internet usage made the 
images of some national people negative. 
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１．問題 

本研究の目的は，2012年に開催されたロンドン・オ

リンピック大会を通して国民イメージが変化するか検

討することである．さらに国民イメージの変化を規定

する要因として，メディア報道への接触の程度を取り

上げて検討する． 
オリンピック大会やW杯サッカー大会などの国際的

スポーツイベントは，視聴率の高さからもわかる通り，

多くの国民が関心を持っているものである．そしてこ

うしたイベントの開催が，人々の意識や態度に影響を

及ぼすことは想像に難くないだろう．先行研究では，

オリンピック大会やW杯サッカー大会が，人々の意識

や態度に及ぼす影響について実証的に検討してきた．

特に，日本人や外国人に対するイメージや態度に及ぼ

す影響について繰り返し検討してきた (藤島他，

1998；樋口他，2005；上瀬・萩原，2003；上瀬他，

2010；Luo et al.，2010；向田他，2001；向田他，

2007； Sakamoto et al.，1999；佐久間他，2007；佐久

間・日吉，2012；佐久間他，2010；高林他，2005；高

木・坂元，1991)．それらの先行研究で明らかにされ

たことは，大会を通していくつかの国民のイメージが

変化するということであった．つまり，国際的スポー

ツイベントが国民イメージに影響する可能性が実証的

に示されたのである．これらの先行研究と同様に，本

研究でも2012年に開催されたロンドン・オリンピック

大会を通して，日本人や諸外国人の国民イメージが変

化するか実証的に検討し，その研究成果を蓄積するこ

とを第一の目的とする．国民イメージに関しては，先

行研究(e.g.,佐久間・日吉, 2012)と同様に，「あたたか

さ」「知的能力」「身体能力」の3次元で検討する．

近年のステレオタイプ研究では，ステレオタイプは

「あたたかさ」と「知的能力」の2次元でとらえられ

ること，多くのステレオタイプはひとつの次元の評価

が高い一方で，別の次元の評価が低い相補的な内容に

なっていることが指摘されている(e.g., Fiske, 2002)．さ

らに「知的能力」と「身体能力」の2次元についても

相補的な関係になっていることが指摘されている(村
田，2006；佐久間・日吉，2012)．こうした先行研究

の知見に基づき，本研究でも，国民イメージを「良い

－悪い」という単一次元ではなく，「あたたかさ」

「知的能力」「身体能力」の3次元から検討する． 
こうした国民イメージの変化を規定する要因にはい

くつか考えられるが，その中でもメディア報道の影響

が大きいだろう．オリンピック大会期間中のメディア

報道は大会に関するものが中心となり，日本を含めた

さまざまな国や国民(選手)の活躍やエピソードなどが

多く報道されるだろう．そして，こうした報道に接触

することにより，その内容に応じて国民イメージは変

化するであろう．先行研究でも，マスメディア報道に

接触しているほど，諸外国人のイメージが肯定的にな

ることが見出されている(向田他，2001)．そこで本研

究でも，メディア報道への接触が国民イメージの変化

を規定するか実証的に検討することを第二の目的とす

る．メディア報道への接触については，その内容と，

メディアの種類による影響を検討できるように，いく

つかの国およびその国の選手に関するメディア報道へ

の接触の程度と，複数のメディアの利用の程度につい

て尋ねた． 

 
２．方法 

(1)調査対象者と調査の手続き 
ロンドン・オリンピック大会開催前(以下，6月調査)

と開催後(以下，8月調査)にwebを用いたパネル調査を

実施した．それぞれの調査対象者と調査手続きは次の

通りであった． 
①6月調査 (株)マクロミルのモニター800名を対象

Ⅰ-2　メディア・情報行動1（心理・受容） 

29

The Society of Socio-Informatics 

NII-Electronic Library Service 



 

に2012年6月8日と9日にweb調査を実施した． 800名の

内訳は，性別×年齢(20代，30代，40代，50代以上)の8
つのセルからそれぞれ100名ずつであった．なお調査

対象者は，日本国籍のみを有している人に限定した． 
②8月調査 6月調査に回答した調査対象者に再度

web調査を実施した．調査は2012年8月14日から22日ま

で実施した．最終的に708名から回答を得た．以下で

報告する結果は，6月調査と8月調査の両方に回答した

708名を対象としたものである． 

(2)質問項目 
本報告に関連する質問項目は以下の通りであった． 
①国民イメージ 6月調査と8月調査の両方で回答し

てもらった．イメージ測定の対象となった国民は開催

国民であるイギリス人，アメリカ人，ロシア人，中国

人，韓国人，ジャマイカ人，ブラジル人，ケニア人，

日本人であった．これらの国民については，オリンピ

ックでの活躍の見込み，地域のバランス，先行研究と

の継続性の3点を考慮した上で選択した．それぞれの

国民に対して先行研究(e.g.,佐久間・日吉，2012)でも

使用されていた8組の形容詞対(7件法)を用いてイメー

ジを回答してもらった．形容詞対のうち，「親しみや

すい－親しみにくい」「暖かい－冷たい」「好き－嫌

い」はあたたかさに関する次元，「頭がよい－頭が悪

い」「有能な－有能でない」「知的な－知的でない」

は知的能力に関する次元，「運動神経がある－運動神

経がない」「身体能力が高い－身体能力が低い」は身

体能力に関する次元であった．回答の順序は，調査対

象者ごとにランダマイズされていた． 
②各国およびその国の選手に関するメディア報道へ

の接触 8月調査のみ回答してもらった．大会開催か

ら8月調査の回答時までに，国民イメージの対象とな

ったそれぞれの国およびその国の選手について，テレ

ビ，新聞，インターネット，雑誌などを通して，どの

程度見たかを回答してもらった(5件法)． 
③メディア利用 8月調査のみ回答してもらった．

大会開催から8月調査の回答時までに，テレビ(地デジ)，
テレビ(BS)，ラジオ，雑誌，新聞(一般紙)，新聞(スポ

ーツ紙)，インターネットの7つのメディアについて，

それぞれどの程度利用したかを回答してもらった(5件
法)． 

 

３．結果 

(1)国民イメージの変化 
対象となった国民ごとに，6月調査と8月調査の，あ

たたかさ，知的能力，身体能力の3つの次元に関する

形容詞対の平均を算出して，それぞれの得点とした

(表1)．そして6月調査と8月調査の平均値に差があるか

を検討するために，対応のあるt検定を実施した．  
①あたたかさ得点 中国人，ジャマイカ人，韓国人，

ケニア人，日本人の平均値の差が有意または有意傾向

であった(ts>1.75, ps<.10)．ジャマイカ人，ケニア人，

日本人のイメージはあたたかいという方向に，一方，

中国人，韓国人のイメージは冷たいという方向に変化

していた． 
②知的能力得点 アメリカ人，韓国人，日本人の平

均値の差が有意であった(ts>1.98, ps<.05)．アメリカ人，

日本人のイメージは知的能力が高い方向に，一方，韓

国人のイメージは知的能力が低い方向に変化していた． 
③身体能力得点 アメリカ人，中国人，ジャマイカ

人，ロシア人，日本人の平均値の差が有意であった

(ts>3.33, ps<.01)．いずれの国民のイメージも身体能力

が高い方向に変化していた． 

(2)各国およびその国の選手に関するメディア報道への

接触の影響 
大会開催から8月調査回答時までの，各国およびそ

の国の選手に関するメディア報道への接触の程度は表

2の通りであった． 
各国およびその国の選手に関するメディア報道への

接触が国民イメージに及ぼす影響を検討するために，

8月調査でのメディア報道への接触の程度を独立変数，

8月調査の各国民の3つの次元のイメージ得点を従属変

数にした回帰分析を実施した．このとき，同時に性別

(ダミー変数)，年齢，6月調査の各国民のあたたかさ得

点，知的能力得点，身体能力得点も独立変数として投

入し，それらの変数が従属変数に及ぼす影響を統制し

た．標準偏回帰係数は表3の通りであった． 
①あたたかさ得点 アメリカ人，ブラジル人，ジャ

マイカ人，ロシア人，ケニア人，日本人のあたたかさ

得点に及ぼす効果が有意であった (βs>.06, ts>2.01, 
ps<.05)．メディア報道に接触しているほど，各国民に

対してあたたかいというイメージを持っていた． 

表 1 6 月調査時と 8 月調査時の各国民の 3 次元のイメージ得点の平均値（標準偏差） 

  あたたかさ得点 知的能力得点 身体能力得点 

  6 月調査 8 月調査  6 月調査 8 月調査  6 月調査 8 月調査  

ｱﾒﾘｶ人 4.52 (.78) 4.52 (.80) 4.27 (.75) 4.37 (.73) *** 4.54 (.83) 4.68 (.87) *** 

中国人 3.08 (1.03) 3.02 (1.07) + 3.75 (.90) 3.76 (.97) 4.06 (.78) 4.31 (.85) *** 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人 4.55 (.73) 4.56 (.68) 3.91 (.53) 3.91 (.53) 5.04 (1.01) 5.07 (1.00)  
ｼﾞｬﾏｲｶ人 4.39 (.66) 4.45 (.68) * 3.85 (.52) 3.86 (.52) 5.01 (1.08) 5.26 (1.14) *** 

ﾛｼｱ人 3.53 (.81) 3.49 (.78) 4.15 (.67) 4.15 (.65) 4.30 (.70) 4.41 (.79) ** 

ｲｷﾞﾘｽ人 4.11 (.67) 4.15 (.68) 4.51 (.74) 4.49 (.71) 4.17 (.59) 4.16 (.58) 
韓国人 3.64 (1.16) 3.29 (1.20) *** 3.93 (.98) 3.70 (1.13) *** 4.05 (.75) 4.03 (.82) 
ｹﾆｱ人 4.28 (.62) 4.32 (.60) + 3.87 (.54) 3.84 (.56) 5.35 (1.16) 5.39 (1.16)  
日本人 4.64 (.91) 4.75 (.93) *** 4.46 (.90) 4.52 (.86) * 3.85 (.78) 3.97 (.72) *** 

注）N=708．得点の範囲は 1～7．得点が高いほどターゲット集団に対してあたたかい，知的能力が高い，身体能力が

高いというイメージを持っていることを意味する． *** p<.001， ** p<.01， * p<.05，, + p<.10． 
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表 2 各国および国民に関するﾒﾃﾞｨｱ報道への接触(％)

  
非常に 

よく見た 

かなり

見た 

どちらか

といえ

ば見た 

あまり

見な 
かった

まったく

見な 
かった 

ｱﾒﾘｶ(人) 5.1  18.2  35.0  31.1 10.6 
中国(人) 3.7  18.1  34.3  31.9 12.0 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(人) 1.1  6.4  28.5  48.2 15.8 
ｼﾞｬﾏｲｶ(人) 6.5  18.8  25.6  33.1 16.1 

ﾛｼｱ(人) 2.0  7.3  25.3  46.0 19.4 
ｲｷﾞﾘｽ(人) 2.0  8.5  28.5  44.5 16.5 
韓国(人) 5.9  17.7  33.2  30.9 12.3 
ｹﾆｱ(人) 0.8  6.5  26.0  45.1 21.6 
日本(人) 42.1  27.8  19.2  7.2 3.7 

注)N=708． 

②知的能力得点 アメリカ人，ブラジル人，日本人

の知的能力得点に及ぼす効果が有意であった(βs>.07, 
ts>2.29, ps<.05)．メディア報道に接触しているほど，各

国民に対して知的能力が高いというイメージを持って

いた． 
③身体能力得点 アメリカ人，ブラジル人，ジャマ

イカ人，ロシア人，イギリス人，韓国人の身体能力得

点に及ぼす効果が有意または有意傾向であった(βs>.05, 
ts>1.72, ps<.10)．メディア報道に接触しているほど，身

体能力が高いというイメージを持っていた． 

表 3 ﾒﾃﾞｨｱ報道への接触の影響（標準偏回帰係数） 

  あたたかさ得点 知的能力得点 身体能力得点

ｱﾒﾘｶ(人) .17 *** .08 * .11 *** 

中国(人) -.004 -.02 .50

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(人) .07 * .08 * .06 + 

ｼﾞｬﾏｲｶ(人) .09 ** .02 .14 *** 

ﾛｼｱ(人) .10 ** .02 .13 *** 

ｲｷﾞﾘｽ(人) .04 .03 .13 ** 

韓国(人) -.03 -.03 .10 ** 

ｹﾆｱ(人) .07 * .03 .02

日本(人) .20 *** .11 ** .05   

注） N=708．*** p<.001， ** p<.01， * p<.05， + p<.10．

 (3)メディア報道への接触の影響の比較 
大会開催から8月調査の回答時までの7種類のメディ

アの利用状況は表4の通りであった．テレビ(地デジ)，
インターネットなどの利用の程度は高かった．一方，

ラジオ，雑誌，新聞(スポーツ紙)の利用の程度は非常に

低かった． 

表 4 各メディアの利用の程度（％） 

 

非常に 
よく利

用した 

よく利

用した

どちらかと

いえば

利用した 

あまり利

用しな

かった

まったく

利用しな

かった

ﾃﾚﾋﾞ(地ﾃﾞｼﾞ) 36.4  32.1 16.4  7.6 7.5 
ﾃﾚﾋﾞ(BS) 10.6  13.3 11.2  13.6 51.4 
ラジオ 0.7  3.4 7.1  13.7 75.1 
雑誌 0.0  1.0 5.1  13.7 80.2 
新聞 

(一般紙) 
9.9  17.4 18.4  12.3 42.1 

新聞 
(ｽﾎﾟｰﾂ紙) 

1.1  4.5 8.2  11.4 74.7 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 23.2  25.7 24.0  13.0 14.1 

注）N=708． 

そこで7種類のメディアのうち利用の割合が高い，テ

レビ(地デジ)，新聞(一般紙)，インターネットの3つの

メディアが国民イメージに及ぼす影響を検討した．具

体的には，これら3つのメディアへの接触の程度を独立

変数，8月調査の各国民の3次元のイメージ得点を従属

変数にした重回帰分析を実施した(一括投入)．同時に性

別(ダミー変数)，年齢，6月調査の各国民のあたたかさ

得点，知的能力得点，身体能力得点も独立変数として

投入し，それらの変数が従属変数に及ぼす影響を統制

した．標準偏回帰係数は表5の通りであった． 

表 5 メディア利用の影響(標準偏回帰係数) 

    
テレビ 

(地デジ) 
新聞 

(一般紙) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ｱﾒﾘｶ人 
あた .11 *** .05  .06 +

知的 .07 * .06 + -.06 +

身体 .07 * .07 * .05  

中国人 
あた -.03  -.01  -.02

知的 -.02  .04  -.01

身体 .05   .01   -.05  

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人 
あた .06 + .05  .00

知的 -.03  -.02  -.05

身体 .08 * -.02   .00  

ｼﾞｬﾏｲｶ人 
あた .07 + .03  .04

知的 -.03  -.05  -.02

身体 .10 ** .01   .04  

ﾛｼｱ人 
あた .01  .00  -.08 *

知的 .02  .08 * -.07 +

身体 .09 * .05   .05  

ｲｷﾞﾘｽ人 
あた .07 * .07 * -.04

知的 .08 * .04  .01

身体 .11 ** -.01   -.04  

韓国人 
あた -.03  .01  -.07 *

知的 .03  .03  -.03

身体 .05   -.03   .05  

ｹﾆｱ人 
あた .06 + .07 + -.01

知的 -.02  .02  -.03

身体 .04   .03   .06  

日本人 
あた .08 * -.02  .06 +

知的 .03  .04  -.01

身体 .04   .06   -.03  

注） N=708．あた：あたたかさ得点，知的：知的能力得

点，身体：身体能力得点．*** p<.001， ** p<.01， 
 * p<.05， + p<.10． 

①テレビ(地デジ) アメリカ人のあたたかさ，知的能

力，身体能力，ブラジル人のあたたかさ，身体能力，

ジャマイカ人のあたたかさ，身体能力，ロシア人の身

体能力，イギリス人のあたたかさ，知的能力，身体能

力，ケニア人のあたたかさ，日本人のあたたかさへの

影響が有意または有意傾向であった (βs>.05, ts>1.64, 
ps<.10)．いずれもテレビを利用したほど，3つの次元の

得点が高くなるという結果であった． 
②新聞(一般紙) アメリカ人の知的能力，身体能力，

ロシア人の知的能力，イギリス人のあたたかさ，ケニ

ア人のあたたかさへの影響が有意または有意傾向であ

った(βs>.05, ts>1.67, ps<.10)．いずれも新聞(一般紙)を利

用したほど，3つの次元の得点が高くなるという結果で

あった． 
③インターネット アメリカ人のあたたかさ，知的
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能力，ロシア人のあたたかさ，知的能力，韓国人のあ

たたかさ，日本人のあたたかさへの影響が有意または

有意傾向であった(βs>.05, ts>1.65, ps<.10)．インターネ

ットを利用したほど，アメリカ人と日本人のあたたか

さのイメージが強くなった．一方，アメリカ人の知的

能力，ロシア人のあたたかさと知的能力，韓国人のあ

たたかさのイメージは弱くなった． 

 
４．考察 

(1)メディア報道への接触と国民イメージの変化 
 先行研究と同様に，オリンピック大会の前後を比較

すると，いくつかの国民に関するイメージが変化して

いた．次元ごとに見ると，身体能力とあたたかさの次

元での変化が多く見られた． 
 オリンピック大会期間中は，競技中継や競技結果の

報道が多くなるために，身体能力のイメージは変化し

やすいと考えられる．本研究でも，ある国やその国の

選手に関するメディア報道に接触するほど，身体能力

のイメージが高くなるという結果が得られた．こうし

た結果は，この解釈の妥当性を示唆するものであろう． 
 あたたかさの次元に関する変化は，単純接触効果

(Zajonc, 1968)によるものと考えられる．つまりメディ

ア報道を通して，その国や選手に関する情報に接触す

るほど，好意が強くなるのだろう．本研究の結果も，

この解釈の妥当性を示唆するものであった．ただし，

中国人と韓国人のあたたかさのイメージが低下してい

たという結果は単純接触効果では説明できない．この

結果に関しては，大会期間中のオリンピックやそれ以

外のニュース(主に領土問題)による影響の可能性が考え

られるであろう．  

 (2)メディア間の影響の比較 
 テレビ(地上デジタル放送)，新聞(一般紙)，インター

ネットの 3 つを比較すると，前者 2 つのメディアの利

用は国民イメージを肯定的な方向に変化することに影

響していた．他方で，インターネットに関しては一部

の国民の特定の次元のイメージを否定的な方向に変化

することに影響していた．この知見は，インターネッ

トを利用するほど移民排斥感情が強くなっているとい

う辻(2008)と符合するものであった．インターネットで

は排外主義的な論調が多いことに起因する結果である

と考えられる． 

(3)今後の研究課題 
 考察ではメディア報道の内容やインターネットの論

調に応じて国民イメージが変化する可能性について論

じたが，現時点ではそれを直接示す証拠は得られてい

ない．今後の研究課題としては，オリンピック大会期

間中のメディア報道の内容分析を実施して，報道内容

に応じて国民イメージが変化するか実証的に検討する

必要があるだろう．  

 
補 注 
1)本研究は 2012 年度文教大学競争的教育研究支援資金による

研究成果の一部である．  
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